
平成™œ年˜月˜Ÿ日 金曜日 第œ ��号官 報
平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
３
号

秋
田
市
横
森
３
丁
目
1
6番
３
号

再
生
債
務
者
福
原
英
典

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

2
8日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
5年
１
月
９
日
秋
田
地
方
裁
判
所
民
事
第
２
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
５
５
号

大
阪
市
西
淀
川
区
御
幣
島
６
丁
目
４
番
2
9号

再
生
債
務
者
山
城
正
幸

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
4年

1
2月

2
8日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
5年
１
月
８
日
大
阪
地
方
裁
判
所
第
６
民
事
部

平
成
２
４
年
（
再
ロ
）
第
１
０
号

仙
台
市
太
白
区
袋
原
字
小
原
4
1番
地
エ
ク
セ
レ
ン

ス
Ò
`
1
0
6

再
生
債
務
者
三
浦
隆
之

１
主
文
本
件
再
生
計
画
を
認
可
す
る
。

２
理
由
の
要
旨
平
成
2
5年
１
月
４
日
ま
で
の
意
見
聴

取
期
間
が
経
過
し
た
再
生
計
画
に
は
、
民
事
再
生
法
に

定
め
る
不
認
可
の
決
定
を
す
べ
き
事
由
は
な
い
。

平
成
2
5年
１
月
９
日
仙
台
地
方
裁
判
所
第
４
民
事
部

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
法
人
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
合
併
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
五
年
一
月
七

日
に
合
併
後
旧
主
務
官
庁
の
認
可
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
合
併
後
の
存
続
法
人
の
名
称
を
財
団
法
人
栃
木

県
私
立
幼
稚
園
振
興
財
団
と
変
更
い
た
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
本
町
一
二
番
一
一
号

（
甲
）
財
団
法
人
栃
木
県
私
立
幼
稚
園
教
職
員

退
職
金
財
団

理
事
長

伊
東

幸
男

栃
木
県
宇
都
宮
市
本
町
一
二
番
一
一
号

栃
木
会

館
内（

乙
）
社
団
法
人
栃
木
県
私
立
幼
稚
園
振
興
会

理
事
長

金
子

耀
譽

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十

八
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日

掲
載
頁

九
十
三
頁
（
号
外
第
一
五
九
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
三
日

掲
載
頁

六
十
七
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

埼
玉
県
戸
田
市
大
字
美
女
木
一
一
四
一
番
地

（
甲
）
Ｊ
Ａ
全
農
青
果
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

古
越
三
千
男

埼
玉
県
戸
田
市
大
字
美
女
木
一
一
三
八
番
地

（
乙
）
全
農
青
果
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
中

正
則

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
://w

w
w
.n
e
ty
e
a
r.n

e
t/

（
乙
）h

ttp
://w

w
w
.n
e
ty
e
a
r.n

e
t/

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
七
番
二
二
号

（
甲
）
ネ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
田

和
之

東
京
都
港
区
赤
坂
二
丁
目
一
七
番
二
二
号

（
乙
）
ネ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
モ
ビ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
口

幸
誠

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
及
び
丁
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
及
び
丁
は
解
散
す
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
三
月
一
日
で
あ
り
、
甲

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
乙
、
丙
及
び
丁
は
会
社

法
第
七
八
四
条
第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議

を
経
ず
に
合
併
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、甲
は
乙
、

丙
及
び
丁
の
全
株
式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合

併
に
よ
る
甲
の
新
株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

岐
阜
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

掲
載
頁

七
頁
（
夕
刊
）

（
乙
）
掲
載
紙

岐
阜
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

掲
載
頁

七
頁
（
夕
刊
）

（
丙
）
掲
載
紙

岐
阜
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

掲
載
頁

七
頁
（
夕
刊
）

（
丁
）
掲
載
紙

岐
阜
新
聞

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

掲
載
頁

七
頁
（
夕
刊
）

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

岐
阜
県
岐
阜
市
柳
津
町
栄
町
一
九
三
番
地

（
甲
）
栗
本
建
材
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栗
本

三
行

岐
阜
県
岐
阜
市
柳
津
町
栄
町
一
九
三
番
地

（
乙
）
ク
リ
モ
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栗
本

三
行

岐
阜
県
岐
阜
市
柳
津
町
本
郷
三
丁
目
一
二
二
番
地

（
丙
）
栗
本
硝
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栗
本

三
行

岐
阜
県
各
務
原
市
鵜
沼
各
務
原
町
一
丁
目
一
二
番

地
の
二

（
丁
）
美
濃
タ
イ
ル
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

栗
本

三
行

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
及
び
丁
の
権
利
義

務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
、
丙
及
び
丁
は
解
散
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

一
五
〇
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
丙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

（
丁
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

八
十
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
五
丁
目
二
一
番
七
号

（
甲
）
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
土
地
建
物

代
表
取
締
役

三
輪

博

東
京
都
G
飾
区
金
町
六
丁
目
五
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
情
報
処
理

代
表
取
締
役

関

光
幸

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
五
丁
目
二
一
番
七
号

（
丙
）
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
Ｐ
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

曽
我

稔
夫

東
京
都
荒
川
区
西
日
暮
里
五
丁
目
二
一
番
七
号

（
丁
）
株
式
会
社
ダ
イ
ナ
ム
ア
ド
企
画

代
表
取
締
役

福
間

茂

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
両

社
の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二

十
日
に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

一
〇
八
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
六
月
十
二
日

掲
載
頁

一
〇
八
頁
（
号
外
第
一
二
七
号
）

平
成
二
十
五
年
一
月
十
八
日

長
野
県
諏
訪
市
大
字
中
洲
字
松
山
五
五
〇
二
番
地

一
八

（
甲
）
阿
南
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役

溝
口

健
二

長
野
県
諏
訪
市
大
字
中
洲
字
松
山
五
五
〇
二
番
地

一
八（

乙
）
全
国
白
帽
ジ
ェ
イ
エ
ス
イ
ー
宅
配
便
株

式
会
社

代
表
取
締
役

溝
口

健
二
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